（別紙１）

　禁忌症及び入浴又は飲用上の注意の掲示の改訂について

１．目的
　平成２６年７月１日に、「温泉法第１８条第１項の規定に基づく禁忌症及び入浴又は飲用上の注意の掲示」の改訂があったため、それに基づき、掲示内容の改訂を行う。

２．温泉の掲示が必要となる方
　温泉を公共の浴用又は飲用に供する方（温泉法第１８条第１項）

３．改訂の期間
　平成２７年５月から平成３０年３月３１日

４．改訂の方法
　　基本的には、これまでの温泉掲示変更届と同じ流れとなりますが、温泉の再分析の必

　要性に応じて、２通りの方法がありますので、現在の状況に応じて選択してください。

	直近の温泉分析から１０年が経過している温泉、若しくは再分析を希望する温泉
	直近の温泉分析から１０年が経過していない温泉

	(1) 登録分析機関による、温泉の再分析を　行う。

(2) 分析後、温泉分析書を参考に、以下の　①及び②の書類を作成。

　①　温泉成分掲示（変更）届出書

　②　禁忌症及び入浴又は飲用上の   ※

　　　注意（様式１～様式３）　　　　

(3) 作成した(2)の書類、及び温泉分析書　を最寄りの宮崎市保健所へ提出。


	（温泉の再分析の必要はありません。）

(1) 直近の温泉分析書を参考に、以下の①　及び②の書類を作成する。

　①　温泉成分掲示（変更）届出書

　②　禁忌症及び入浴又は飲用上の   ※

　　　注意（様式１～様式３）　

(2) 作成した(1)の書類、及び温泉分析書を　最寄りの宮崎市保健所へ提出。




※様式は宮崎市ホームページからもダウンロード出来ます。

　宮崎市ホームページ→「健康・福祉」→「食品・衛生」→「温泉法」へ進んでいただくと、各種届出様式がございます。

　ＵＲＬ：http://www.city.miyazaki.miyazaki.jp/

５．その他
　(1)温泉の再分析には別途分析料が必要です。分析機関へお尋ねください。

　(2)御不明な点等がございましたら、宮崎市保健所へお尋ねください。

